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「戦争犠牲者の慰霊と平和祈願の日」に寄せて 

８月１５日、本会では「戦争犠牲者慰霊・平和祈願

の日式典」が開催されます。 
第２次世界大戦をはじめ、世界のあらゆる戦争で犠

牲となった方々に深い哀悼の意を捧げ、あわせて世界

平和を祈念する式典として、１９８１（昭和５６）年

から実施しています。 

平和を唱える者は理想主義者だと言われます。確か

に、世界のどこかで、今この時にも、「正義」の名のも

とに殺戮が行われているのが現実です。防衛のために

と、核兵器を所有しようとする国もあります。国民と

国益を守るためにと、他国に兵員をおくりこむ国もあ

ります。 

このような現実を目にしたとき、日本も軍隊をもつ

べきだという声が強くなっています。もし、この状況

を先の大戦で亡くなられた方がご覧になれば、どのよ

うに思われるでしょう。 

先日、上田正昭京都大学名誉教授が、「慰霊」について、

次のようにおっしゃっていました。 

「慰霊は、一般的に、鎮魂・御霊鎮（みたましずめ）

と言われるように、亡くなられた方の魂を鎮めること

だと思われているが、『非業の死をとげた人の魂を受け

継ぐこと』、『安らかに眠らないでください。私たちは

また過ちを犯すかもしれませんから』と祈るものだ」

という見解を披露されました。 
 今日、私たちが平和

な暮らしを享受でき

るのも、戦争によって

多くの尊い生命を失

った反省からに他な

りません。本会会員

は、すべての御霊の冥

福を祈り、釈尊の教えをもとに、世界平和への取り組

みをさらに広げていくことを誓い合います。 

 理想だと言われても、すべての人の心に平和の灯が

ともり続ける日が来ることを信じていくことが、私た

ち信仰者には大事なことと思っています。 

ゆめポッケキッズキャンペーン 

今年の６月１日からスタートしている同キャンペー

ンは、紛争や対立で傷ついた世界の子供たちの心を癒

やすため、文房具やおもちゃなどを詰めた手作りのポ

ッケをおくる運動である。京都教会では３０６個のポ

ッケが集められた。 
８月１０日、小学生が所属する少年部を中心にその

ポッケの発送式が行われた。積み上げられたポッケの

前で、平和祈願のご供養があげられ、子供たちの手に

よって運送トラックに積み込まれた。 
同キャンぺーンに参加した子供たちは、平和を考え、

相手を思いやる心を育んだ。その心と祈りが世界の子

供たちにポッケと共に届けられていく。 

アフリカへ毛布をおくる運動 

今年の「アフリカへ毛布をおくる運動」（主催・同運

動推進委員会）で集められた毛布の総枚数と配布国が、

このほど同運動推進委員会から発表された。 
４月１日から５月３１日までの運動期間中、全国か

ら寄せられた毛布は９万４７０６枚。輸送協力金は８

月３１日まで受け付けているが、すでに約４２９０万

円が寄せられている。 
また、同運動推進委員会は、今年の配布国をウガン

ダ、エチオピア、ジブチ、スーダン南部、ソマリア、

マラウイ、モザンビークの７カ国に決定。今後、これ

ら７カ国向けて発送され、来年２月頃までに現地で配

布される予定だ。 
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諸宗教対話のコーナー 

宗教協力 
趙樸初師とのくつろぎの語らいの中で、師は「な

によりも今回のこの会議で心を打たれたのは、集ま

った宗教者のひたむきな姿でした。国籍も民族も言

葉も違い、そして信じる宗教を異にしている人たち

が、さまざまな方向から世界平和のために真摯な努

力を重ねていることです」とおっしゃった。 
そこで庭野開祖は、「五年前に中国を訪れた際に、

先の大戦で中国の皆さんに大変ご迷惑をおかけした

ことをお詫びすると先生は『両国の二千年の友好関

係から見れば、仲たがいはほんの一時で、親しいあ

まりの夫婦喧嘩のようなもの、その喧嘩のお陰で中

国では革命が成し遂げられた』とおっしゃって頂き 

ました。その言葉を聞かせて頂き、中国の皆さんの

心の広さに心を打たれたのです。この大きさが宗教

者の会議には欠かせません。平和はこういう考え方

から生まれる物だと肝に銘じさせられました。」と応

えられた。 
師は「中国には大勢の人間が一つの道理にのっと

って行動を起こせば必ず成功するという教えがあり

ます。いくら正しい道理でも黙って見ているだけで

は力になりません。みんなで行動を起こさなくて

は。」開祖も「私一人では何も出来ません、世界の宗

教者が異体同心になったときどれほどの力になる

か、神仏が見せて下さっているのです。」 
このことは、開祖が世界平和を願う異体同心の連

帯感を強く感じた一瞬であった。 

私のほのぼの日記（京都佼成議員懇話会に参加いただいている議員さん方のコーナーです） 

未来は子どもたちの中に 新人として 

京都府議会 北岡ちはる 

 「人前では話せない。すぐに泣く。手足をつなられ

たり不意に押されたり、イジメられても黙ったまま。」

等々、幼少期から小学校４年生までの私です。今の私

からは、およそ想像できないと皆さんおっしゃいます。 
そんな私が変身するきっかけになったのは、パワフ

ルで大声で笑う優しくて厳しい女性の担任教諭の一言

でした。ある日のドッジボール大会で最後まで残った

私に「ちはるちゃん！すごいね！」と大きな声で誉め

てもらいました。目の前がアパっと明るくなり、体中

が熱くなる感覚を覚えました。 
昨今、子供たちを取り巻く環境は多くの課題が山積

しています。私は議員として、その解決に向けて、よ

り良い教育制度や教育環境整備に努めてまいります。

それと同時に家庭や地域ぐるみで「豊かな心」を育む

ために、私自身の「育み」が重要だと思っています。 

京都市議会 天方浩之 

 先般の統一地方選挙に初当選させていただきまし

た。その折には、多くの市民の方々から力強い励まし

のことば、ご支援をいただきました。私はいわゆる「二

世議員」で、『あんたのお父さんを知ってるよ』とよく

声をかけていただきました。 

 酷暑の中で働いている人たちも、お盆休みをとられ

たでしょうか。もうすぐ、京都や滋賀を中心に行われ

ている地蔵盆がやってきます。子どもたちの健やかな

成長を願うものです。その心を世界中の子どもたちに

広げる「ゆめポッケキャンペーン」に役立てたらと思

っています。 

 新人議員として、市民の代弁者となる責務を感じて

います。日々の生活の中で人々と交わり、その想いを

私の心と身体一杯に満たしていき、ひとつひとつを

日々実践していきたいと考えています。 

佼成会ミニ知識 
ご宝前 

本会のご宝前は、簡素で清潔さをたたえた白木で造

ったものを、おもに使います。ご宝前はご先祖さまの

お住まいであり、一家の精神の依りどころ、中心とな

るものですので常に明るさと清潔さを保つように心が

けたいものです。 

朝、起きて身を浄めたら、おタスキをかけてご先祖

さまに家族ともどもつつがなく朝を迎えさせて頂いた

感謝を込めてご挨拶します。そして、ご宝前用のきれ

いなふきんで乾拭きします。 

ご宝前の正面中央には「ご本尊」を祀り、その前の

段には過去帳、お水、お茶、ご飯、お花、菓子や果物

を供える三方や高つき、灯明、香炉、鐘などを整えま

す。それらの一つ一つにはそれぞれ信仰上の意義があ

りますが、あまりこだわりますと、本来の意義である

“真心からのお給仕”になりませんので総じて“供養”

と受けとめて頂きたいと思います。 
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企業経営と平和のコーナー  「仏教を仕事に生かす」 
部下育成は管理者にとって管理そのものである 

管理者は部下を通じ、部下を動かして業務や課題を

遂行していかねばならない。期待通りの成果をあげる

ためには、部下の業務遂行能力を高め、業務の改善を

進めていく努力が必要である。職場における部下の指

導・育成は、仕事や業績の管理と決して別のものでは

ない。仕事の与え方から結果の評価にいたるまでの管

理のプロセスすべてが、部下育成の活動でもある。部

下の育成の決め手は、まさに「仕事の与え方」であっ

て、「人は自ら経験することによって学ぶ」ということ

である。日々の仕事や職場の中で、一人ひとりの適正

や潜在能力を開発したり、習得した能力を十分に発揮

できる場や機会を、計画的、意識的に与えることが重

要なのである。 
部下育成は管理者自身のためである 

部下の育成は、企業や部下のためであると同時に、

管理者自身のためでもある。「部下の育成に苦労するよ

りも、当面の実績を上げることが先決だ」と考える管

理者は少なくはない。しかし、「目先の実績を上げさえ

すれば、高く評価される」と結論づけるのは早計とい

えよう。職場の実績を上げることは、管理者の基本的

な任務であり、管理者が実績で評価されるのは当然で

あるが、それだけで管理能力が評価されるわけではな

い。同じように実績を上げながら、部下を鍛え、育て

ている人もいる。業績のために部下の育成をおろそか

にしている人と、実績を上げながら部下を鍛え育てて

いる人との違いは、やがて社内における人望のちがい

となって、その差は次第に大きくなっていく。「俺はあ

の上司に育てられた」といった言葉を、後々何人の部

下が口にするか、それによって管理者自身の将来も決

まってくる。多くの部下や後輩を動かしていく立場に

立った時、「あの人のためなら」と信じて慕ってきてく

れるのは、自分が育てた部下や後輩なのである。 
部下育成は、企業の将来を担う後継者づくりである 

部下の育成は、当面の仕事をより効果的に遂行し、

より高い成果を得るためだけではなく、長期的な観点

から見れば、企業の将来を背負って立つ人材を育てる

ことでもある。すなわち、次代の後継者を鍛え育て上

げることなのだから、目先の目的のためだけでなく、

長期的、多角的な視野に立って、指導育成していかな

ければならない。 
部下育成は、管理者自身の能力開発に結びつく 

部下の知識や技術、特に態度や行動は、身近な上司・

先輩の影響を全面的に受けながら、形成されていくこ

とが多い。管理者の立場にある人は、指導・育成しう

るだけの体系的な知識・技術などを持続できるよう、

常に意識して自己啓発を心がけなければならない。 

つまり、教えることは学ぶことであり、共に学び共に

育つ「共育」の姿勢が大切と言えよう。 
人間的な相互信頼関係を築くこと(対話が大切) 

部下が上司に対して人間的な不信感を抱いていたの

では、指導育成の実効は期待できない。部下に対して

「上司は自分のことをよく理解し、真剣に考えてくれ

ている」という信頼感を与え、「この上司なら自分の考

えや問題も率直に話せる」という安心感を与えること

が必要である。このように人間的な相互の信頼関係が

築かれていれば、管理者が部下に対して行う成長のた

めの厳しい訓練にも、十分耐えることができる。 
部下一人ひとりの個性(特性)をつかむこと 

「十人十色」といわれるように、部下一人ひとりの性

格、欲求、感情などは、それぞれに異なっている。個々

人の特性を無視して画一的な指導・育成を行うと、必

ず歪みが生じて、いい結果は得られない。管理者は日

頃から注意深く部下を見守り、部下の特性をつかみ、

その特性に見合った指導を心がけなければならない。 
部下の長所を活かす(良い所をこちらが見ているか？) 

長所(強み)が表面に現れている部下もいれば、現れ

ていない部下もいる。部下の能力を活用するには、能

力を発掘することから始めなければならない。部下育

成の基本は、長所を積極的に活用することであり、そ

のためには長所や持ち味が活かされる場や機会を、ど

しどし与えなければならない。部下を評価する場合、

ともすると短所(弱み)にばかり目が向きがちである

が、部下の長所に目を向ける心がけが必要である。 
部下に能力向上の機会を与えること(良い縁にふれる)

管理者は、部下の能力が向上するための機会を、積

極的に与えなければならない。各種の研修や講習会へ

の参加、社内外の優れた人たちとの接触、交流、より

高度な仕事へのチャレンジの機会、権限の委譲などが

それである。人材育成は先行投資的な意味合いがある

ので、能力向上の機会を与えたからといって、すぐさ

ま成果に直結するとは限らないが、着実に部下の意欲

が向上し、能力の向上へとつながっていくことだけは

確かである。 
常に部下を動機づけること(目標を決めて確認する) 

管理者は日ごろから部下との接触を深め、部下の心

身の健康に気を配り、部下が仕事に全力投球をするよ

うに、動機づけをしなければならない。 
部下を公正、公平に扱うこと(個性を尊重する) 

部下を公正・公平に扱うということは、自分の好み

や、心理的遠近によって、部下の扱いを異にしないこ

とを意味する。自分の好みに合う部下を過大に評価し

たり、接触の機会が偏ったりしないように注意しなけ

ればならない。 
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庭野開祖の宗教観･平和観 「一乗の道」 
パウロ六世教皇との再会 

ロンドンからジュネーブに到着した庭野開祖は、世

界教会協議会（WCC）の本部を訪ねた。レマン湖を見

下ろす小高い丘に建つ WCC の本部は、5 階建てのき

れいな建物である。総幹事のユージン・カーソン・ブ

レイク博士が、多忙なスケジュールをさいて会って下

さり、庭野開祖が説明する世界会議について積極的に

質問し、宗教者が平和に貢献する道について、自分の

考えを力づよく語られた。 
そのあと、渉外部長のスタンリー・サマータ博士が、

世界会議の具体的な計画について、ことこまかに質問

され、「密接な連絡をとって、必ず協力します」と約束

して下さった。それは社交辞令の口約束ではなかった

のである。翌年に京都でひらかれた第一回世界宗教者

平和会議には、ブレイク博士とサマータ博士が、そろ

って出席してくれたのだ。その開会式でブレイク博士

は「開発と平和と宗教」のテーマで、すばらしい基調

講演をして下さったのである。 
その日の夕刻、庭野開祖はローマへ飛び、翌日にバ

チカンを訪ねてマレラ枢機卿、ライト枢機卿と再会し

た。マレラ枢機卿とは第二バチカン公会議以来の再会

だった。ライト枢機卿は、つい半年前にイスタンブー

ルでの暫定諮問委員会で、世界の宗教者の結束のため

の活動を誓い合った同志だが、枢機卿に選ばれてバチ

カンに移られていた。 
「京都での世界会議に教皇さまにご出席いただくこ

とが、私たちの最大の願いなのです」と庭野開祖がお

伝えすると、二人の枢機卿は世界大会の準備の進行状

態、ボストンでの実行委員会で決まったことについて

尋ねられ、「私たちも、できるかぎり努力してみましょ

う」と約束して下さった。 
教皇パウロ六世はアフリカ訪問に出発直前とのこと

で会見は不可能と思えたのだか、日本大使館を通して

「あすの午前、パウロ六世がガンドルホ離宮で会見さ

れるそうです」と伝言があった。 
ガンドルホ離宮は、バチカンから約 30 キロ離れた地

にある。現地カレンダーの７月 30 日。庭野開祖は朝の

2 時に目がさめて眠れなかった。起きだして、パウロ

六世にお会いした時に申し上げる言葉を文章にまとめ

て、もう一度ベッドに入ったのだった。朝７時に起床。 

ヨーロッパ訪問の最後の仕上げとなる教皇との会見の

成果を祈念して、朝の読経供養をする。午前 9 時 40
分、メンバーがそろってホテルを出発し、約 1 時間、

車を飛ばしてガンドルホ離宮に到着した。 
丘の上に立つ離宮の外観は瀟洒な感じの美しい建物

だった。イタリアは大理石の産地だというが、建物に

も廊下にも大理石がふんだんに用いられている。 
教皇パウロ六世は、にこやかな笑顔で庭野開祖一行

を迎えて下さった。「またお会いできて、こんなうれし

いことはありません」と庭野開祖が申し上げると、教

皇は、こうお言葉をかけられた。「あなた方が人類の平

和と正義のために並々ならぬ貢献をされていること

に、心から感謝します。可能かどうかわかりませんが、

私も日本に行きたいと思っています」 
庭野開祖はのちに「いま、こうしてふり返ってみて、

世界の宗教界を代表する指導者のところをいきなり訪

ねて、宗教協力の必要性を説くなどということは、身

のほど知らずというか、大変な冒険だったと思う。 
しかし私は、なんとしても、この宗教者の世界会議

を成功させなければならないと懸命だった。宗教者が

たがいに対立しながら、いっぽうで平和を説くといっ

たことほど矛盾したことがあるだろうか。 
宗教者の協力によって世界の平和を実現したいと訴

えるこの行脚を通して、私が得た何よりも大きな収穫

は、世界の主だった宗教指導者の方々は、すべて同じ

願いをもたれているのだ、という確信を身をもってつ

かめたことであった」と述べている。 
この年の 11 月の末に、ロシア正教会のレニングラー

ド府主教のニコディム師一行が、立正佼成会を訪ねて

こられた。たまたまその一週間後の 12 月の初めに、京

都に世界の 12 ヶ国から、委員、スタッフ、オブザーバ

ーなど 44 人が集まって世界会議のテーマを最終的に

決める準備会が開かれることになっていた。 
庭野開祖はニコディム師に、「是非、準備会議に出席

してほしい」とお願いした。その要請に応じて一行の

ひとりアレクセイ・ボエフスキー氏が、オブザーバー

として準備委員会に出席してくださり、そこで第一回

世界会議へのソ連代表の参加が決定したのであった。

ほんとうに一つ一つ、機縁が熟していくといった感じ

であった。               (つづく) 
 
渉外部からのメッセージ  

全国各地で猛暑が続いた７月。京都市など全国８か

所の観測地点では、３１日間連続で最高気温が３０度

以上の「真夏日」を記録したことがわかったそうです。 
京都市以外では九州と沖縄ばかり。やはり京都盆地の

影響でしょうか。皆さん体調管理をしっかりして下さ 

い。クーラーのない平安時代は今ほど温暖化が進んで

いないとはいえ生活の智恵を参考にしたいものです。 
この「平安月報」は下記アドレスからダウンロード

できます。是非、ご覧ください。 

http://www.rkk-kinki.jp/kinki/thats_kyoto.html 

 


